
平成 30年度「食から持続可能な社会の形成を考える学習会」 

くろさき茶豆の圃場見学とＧＩ登録によるブランド化についての学習会 

終了報告書 

２０１８年１０月１１日 

新潟県生活協同組合連合会 

Ⅰ．委託内容 

食料生産県である新潟県は、その特徴を生かし、消費者の安全・安心な食品に対するニ

ーズの高まりに対応するため、「にいがたＡＦＦリーディングプラン」（新潟県農水産業施

策推進計画）の下、特別栽培農産物認証制度や環境保全型農業直接支払交付金制度など、

一定の基準を定めて安全性を高めた食料生産に加え、環境に配慮した農業の普及振興に

も取り組んでいます。 

健康志向やエシカル消費（倫理的消費）への関心も高まる中、こうした取組を多くの消

費者が知ることは、自らの消費行動が社会・経済・環境に影響を及ぼすことを自覚するこ

とにもつながります。 

そこで県内の先進的な生産者の取組の見学を通じ、食の視点から持続可能な社会の形

成に積極的に参加する意識を育んでいただくことを目的に実施した、第３回学習会につ

いて報告します。 

 

Ⅱ．企画内容 

１. タイトル：平成 30年度「食から持続可能な社会の形成を考える学習会」 

くろさき茶豆の圃場見学とＧＩ登録によるブランド化についての学習会 

 

２. 日  時：9月 1日（土）午前 9時 00分～12時 00分 

 

３. 会  場：ＪＡ越後中央東部園芸センター 

 

４. 主  催：新潟県 

 

５. 企画・運営：新潟県生活協同組合連合会（新潟県受託事業） 

 

６. 参加対象者：募集定員 40人：新潟県内在住の方、小学生以上（事前申込必要） 

 

７. 参加者：２８人 

 

８．学習テーマ： 

伝統的な生産方法や気候・風土・土壌などの生産地等の特性が、品質等の特性に結び

ついている農林水産品について、国はその産品の名称（地理的表示（ＧＩ））を知的財

産として登録、保護する制度により、それらの生産業者の利益の保護を図っています。 

県内で初めてこの「地理的表示（ＧＩ）保護制度」により登録された、「くろさき茶



豆」の圃場及び集荷場の見学と、登録に向けた取組についての学習を通じて、地域の特

産品のブランド化についての理解を深めます。 

・試食用として 500円相当の茶豆をお持ち帰りいただきます。 

 

９．次第・スケジュール 

9月 1日（土） 

＊ 新潟駅南口受付開始                    8：45 

① 新潟駅南口出発                      9：00 

② 茶豆生産圃場                       9：30～10:20 

  ～圃場にて説明・学習～ 

雨天の場合は、圃場見学後説明は園芸センターで行う。 

③ ＪＡ越後中央東部園芸センター（見学・学習）        10：30～11:30 

    ・集荷場の見学 

・ＧＩ登録についての説明 

    ＪＡ越後中央東部園芸センター 岡田センター長 

④ 東部園芸センター発                    11：40 

⑤ 新潟駅南口到着・解散                   12：00 

 

１０．費用：２７９，４５９円（消費税込） 

 

１１．学習会の内容 

①茶豆生産圃場について 

生産者より圃場にて茶豆の生産と、出荷作業の説明を受ける。 

②JA 越後中央東部園芸センターについて 

 JA越後担当者より集会場の説明と GI登録について説明を受ける。 

 

１２．アンケート結果 

（回収数：３５枚／３８人中、回収率：９２．１％） 

 

Ｑ１．今回の学習会は何でお知りになりましたか。



 

この学習会を知った媒体では、「生協からのおしらせ」が１１人と多く、「チラシ」を合

わせると１７人の６０．７％、「県生協連からのお知らせ」９人、その他（職場１人）と

続いて参加申し込みがありました。 

 

Ｑ２．くろさき茶豆見学と GI 登録によるブランド化の学習会について理解できましたか。 

 

「よく理解できた」「まあまあ理解できた」を合わせて、９２．９％の参加者が理解してい

ただきました。 

 

Ｑ３．「今後も「食から持続可能な社会の形成を考える学習会」が開催される場合、参加し

たいと思いますか。 
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今後の参加意向については、「是非参加したい」「テーマによっては参加したい」を合わせ

て、回答者全員（１００．０％）が参加意向を示していますが、テーマによって選択する意

向がうかがえます。 

 

Ｑ４「食から持続可能な社会の形成を考える学習会」で今後取り上げてほしいテーマ・内容

を教えてください。（複数回答を可としています。） 

 

「県内農場の視察・見学」「県内食品メーカーの視察・見学」が、全体の４５．８％とな

り、座学より、体験・参加型に関心が高いことがうかがえます。また、「食品表示、食品添

加物、、サプリメント・健康食品」など、依然として食品の安全・安心や食育への関心を抱

いていることがうかがえます。 
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１３．効果 

 GI登録について理解いただいた。枝豆についての知識を高めていただくと同時に生産者

の苦労を理解いただいた。 

 

１４．課題 

 くろさき茶豆が旬を過ぎていたため、現物のお持ち帰りに苦労した。農産品について

は、旬との兼ね合いを考慮したい。 

 

以上 


